
頭の中が整理される,文学関係志望の人は必聴。

発想がユニークで総合科学的見地に立っている。

この先生のお陰で卒業できました6

二日酔いの顔がいかなるものかじっくり観察できる。

文化人類学の面白さが次々とひきだされてくる。

何を勉強するにしろ,社会思想に関する考慮は,「人間」にとって必要です。

現代社会人ならば,その基盤である「民法」の体系を学ぶべきである。

学問の厳粛さに触れることができる。

動物の行動,ひいては人間の行動を調べる上での面白い研究法が聞ける。
マンツーマンでアットホームな雰囲気の中で,電磁気の面白さがわかる。

熱弁が聞き応えがある。

生命科学に必要な生化学の基礎的知識をわかりやすく教えてもらえる。

これからの都市づくりの視点を個性的な人柄で解説。

教官とのマンツーマンの講義だった。こういう緊張感も必要だろう。

ディスカッションができる。

全ての講義。

って,どれを薦めるということは言えないが,講

義の内容というよりも,講義の形をもっと研究し

て欲 しいと思う。先生から聞くだけでなく,自 ら

も積極的に参加し,問題点を討議 していけるよう

なゼミ形式の授業をもっと多くする必要がある。

でなければ学生も単に単位を取るだけの授業にな

ってしまいがちになる。

。卒論に関してであるが,社会文化の学生に卒論が

必要かどうか疑間である。強制ではなく,自 由に

しても良いのではないか。また,卒論を書くのが

短期集中的になりがちであり, 2年の時からゼミ

の中でレポートを作製 しながら自分が書こうと思

っているテーマについて長期的に作製しなければ

形だけの卒論になってしまい,卒論を書く意味が

失われているのではないだろうか。一考を要して

欲 しい。就職面に関しても,社会文化よりも他コ

ースなどに於ては非常に甘さを感じている次第で

ある。早期の指導が望まれる。

O総合科学部では,教育学部心理学科等には劣ると

思うが,心理学の授業に特色があると思う。「月

を知るという点で非常に役立つのではないか。

。自由選択の講義が多く,自分の興味のある講義が

とれるのはいいのであるが,各講義ごとの横のつ

ながりをもっと持たしてほしい。今のままだと各

広島大学総合科学部報『 飛翔』Na15

教官の専門をつまみ食いというだけで終わってし

まうようですな。

。あまり教育しない方が個性を伸ばせてよいのでは

ないでしょうか。自分勝手にやりましょう。

。学部は総合利学部と称 し,学際領域の研究をめざ

す,と言う割には,そ ういう講義があまり無かっ

た気がするが……?
。せっかく広島にあるのに,も う少′し平和問題に関

する講義があってもいいでしょう。まあ,必修に

すればいいというもんでもないけど,こ れで移転

しちゃえば,ま すますこの問題が縁遠いものにな

るような気がします。

。教官の勤務評定を学生によって実施すること,こ

れはまじめな提言なんだけれども,学生は割とち

ゃんとわかっているのでイイ線いくと思う。きちん

とやってみれば教育面の質的向上に一番効果があ

るでしょう。

。2年生になリコースが決定してしまうと,コ ース

内の授業が殆んどになってしまうのはしょうがな

いとしても,そのコース内での群まで決めて しま

うと,他の群と重なって,聞きたい授業があって

も聴講できない。さらに,環境科学コースに進む

には, 1年生の時から,制限単位・必修単位があ

って進みにくく,他のコースに流れてしまう危険
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性が大きい。もう少し1年生での必修単位を減少

させてほしいものだ。

。もっと総合科目を増やしたら良いと思う。 e環境

科学へのアプローテ", 颯人間と環境'な どのよ
うに,あ るテーマで多数の教官の講義を聞くと,

非常に役立つように思う。

。①カリキュラムを自分で自由に組めるというのは ,

自分の進路がしっかり定まっていない人にとって

も,又 ,目標をしっかり持っている人にとっても

好都合であると思う。 102年のうちは,一体何
をしに大学に来たのかわからなくなる人も多いと

思うが,大いに悩んで,試行錯誤をやってみれば

よいと思う。その中で,本当に自分のやりたい事

がわかって来ると思うし,それを見つけようと努

力すべきだと思う。自分のやりたい事がしっかり

している人で,総合科学部にもの足りなさを感じ

る人もいると思うが,そ ういう人は環境に不平を

言うより,自 ら積極的に回りに働きかけ,自分の

道を開拓していったらよい。

その 2

広島大学総合科学部報『 飛翔』NQ15

②就職関係の案内が不備であると思う。社会のど

のような方面にどのような形で卒業生を送りこむ

事を目標としているか,前もって具体的に示 し,

その為の指導をしていくべきだろう。

③,①で自由にカリキュラムを組める事は良い事だ

と述べたが,例えばこのような分野に進みたいな

ら,このようなカリキュラムの組み方が良いとい

う例を示すべきである。

④教職関係―教職関係の専門科目の中で,非常に

つまらないものがある。学生 も,ただ教職を取っ

ておけば得になるという安易な気持ちで受けてい

る人が多すぎる。グループ討議や発表を主とした

内容にしたらどうかと思う。このままでは相方 (

教師とやる気のある学生 )が嫌な思いをするだけ

ナご。

。何でも総合・ ソウゴウ・ そうごう………。

「そごう」のように何でも売り物にすることは ,

私には至難のこと。

やれる人は勝手にやって下さい。

。学生はマージャンを覚える者。喫茶店でコーヒー

をたのんでマンガを読みふける者。文庫本を読ん

だり,革命的な狂信的な人間の話に夢中になる者。

なんとなく授業に出ていて「おもしろくないなあ」

とつぶやきつつ単位を集める者。

。社会に出る前のワンステ ツプとして大学があるよ

うに思う。たしかに学問を深める場であって,職

業,進路を最終的に決定しなければならないのも

事実である。

。やっぱり学生は・ よく学び,よ く遊べ"に尽きる

んじゃあないでしょうか。

。自由な気持で行動できる人。

。学生は学問に専心すべきである。これは最少限の

ことであり,かつ人間として,自 己を極めるため

心身を鍛練する必要がある。すなわち文武両道こ

そ学生の理想的な姿だと思う。

。総科という学部は,何 を々 しろとか ,これこれの

分野へしか進めないというのではなく,比較的 ,

自分の思った方向へ進もうと思えば進める所だか

ら,自分の好きなように自分なりに努力すればい

い。ただし,単位がとれなかったとか,4年間で
卒業できなかったからといって,く やむようでは

「私の学生観・職業観」
学生観

。学生というのは,やれ試験だ,レポートだと追わ

れてみても,実はありあまるほどの時間を持って

いるらしい。ありあまっていたはずの時間も,結

局空費 してしまって,4年も終わろうとしている。
"いつまでも あると思うな ナンタラカンタラ"

とはよく言ったものである。

。日本には学生がいっぱいいること,また学生 もい

っぱいいること,そ して僕はその中の一人である

こと,∴ どんなんでもいい。

考えてみるにこれだけ大学の大衆化が進むと(も

ちろん,これはいい事です )一つの狭い枠の中に

学生を押しこめることは不可能でしょう。

。大学生活は休日をいかに利用するかだ。勉強する

のも良し,遊ぶのも良し,そ こに何をするかで学

生個人の価値がわかるo僕は遊んではしいと思う。

ただし,その遊びが道楽であってはいけない。学

生は考えて行動しなければならない。

。学生は勉強せねばならぬ。遊ばねばならぬ,ス ポ

ーツせねばならぬ。働いて労働の尊さを知らねば

ならぬ,いろいろな人と知り合いにならねばなら

ぬ。これ学生の 5原則。
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うだ。

②私の友人には,ひたすらに学問に没頭 している者
もいれば,講義には顔も出さずに,ひたすら自分の

興味を求めている者もい



たのではなく,自分の進みたい希望をとことんまで

追求 し,その希望がかなえられたことだ。後輩諸君 ,

自分を安売りせずにとことん自分の意志を貫き通し

てはしい。将来の自分にとって何をやるのが最も大

切かをこの大学生活の中で学び取ってほしい。総科

の今後の発展のためにも,君たちの受け持つ責任は

とても重いものだということを考え続けてほしい。

>大西五己

①「マルクスにおける『 大工業』理論の成立過程の一

考察」

『 資本論 』における「大工業」理論がどのようにし

て成立したか,マルクス●エンゲルスの主要な著作

の内容分析によって跡づけたかった。一種の “マル

クス主義歌劇吻妃ご で,どうにか初期の目的は達 した

が,邦文にたよっているため,十分な概念分析がで

きなかった。

② 3年の春 (54年 3月 )に一ケ月間ヨーロッパに旅

行したこと。 4年の末になって,や っと学究するこ

との楽しみ,面白みと苦 しみを知った。

>酒井英史

①「社会的分業」概念の検討

②たくさんの良き先輩にめぐりあえたことが,最大

の幸運であったと思っています。とりわけ,大学院

生 (比較社会系 )の猛勉強の様子には,こ とのほか

感月長いたしました。

情報行動科学 コース

ト井原誠司

①「自然数論の形式的展開」

参考文献は,朝倉書店の「数学基礎論入Fヨ」 (前原

昭二著 )だったが,こ の本を読みこなすまでに至ら

なかったことに悔いが残る。 (ほ


